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令和８年３月３１日 

 

東京都立多摩桜の丘学園 令和７年度学校経営報告 

校長  西田 良児  

 

本年度の学校テーマは、児童・生徒、保護者、地域の方々、教職員等の本校に関わる全ての人々

の「つながり」を大切にするために、スローガンを「人とつながり、みんなが輝く！花と緑の桜の

丘」とした。 

本校の最大の特色である地域と連携した教育活動を通して、本校に関わる全ての人々が一体とな

った取組（つながり）を大切にし、共生社会（地域につながる）の実現に向けた象徴となる学校経

営を行っていくという意味が込められている。 

児童・生徒一人一人を「守り」「育て」「伸ばす」学校づくりのために、６つの基本方針を設定

し、目指す学校像の具現化を進めてきた。 

まず、児童・生徒一人一人の安心と安全を確保・堅持する学校づくりである。教職員が各種研修

等を重ね、危機管理意識の醸成に取り組んだ。具体的には、通常の避難訓練だけでなく、引き渡し

訓練などの総合防災訓練や地域の関係機関と連携した訓練等を実施し、いざという時の対応等につ

いて確認した。 

次に、児童・生徒一人一人の学びを支える質の高い授業づくりである。個別の指導計画に基づい

た指導の充実を図り、学校評価の中でも、保護者からの回答で、約 80％の満足度を得ることがで

き、教員にとっても励みとなった。個に応じた教材・教具の開発やデジタル機器等の効果的な活用

に取り組んだ。また、さくら美術館や文学館など児童・生徒の作品の発表する場と機会を充実させ

ることにより、自己肯定感や学習意欲を高めることができた。 

次に、児童・生徒一人一人の健康で豊かな心と体を育てるとともに、持続可能な教育を推進して

いくことについては、スクールカウンセラーの活用など、新たな取組を実施することができた。ま

た、令和 7 年の 11 月にユネスコスクールに認定されたことは、本校にとって大きな転機となって

いる。今後はさらなる発展・充実に向けた取組を構築していく。 

次に、一人一人にふさわしい自立と社会参加を支える教育とセンター的機能による地域連携につ

いてである。児童・生徒一人一人の自立と社会参加を支援するキャリア教育・職業教育の充実に努

めた。特に、キャリアパスポートの活用を進め、子供の成長の軌跡をまとめた。また、進路指導に

関する情報、地域の進路情報に関する情報等の提供や、進路指導だより「For the future」の中

で、キャリア教育の紹介等を行った。 

次に、職員室と経営企画室の連携による経営企画室機能の充実については、次年度以降、施設の

老朽化等に関する対応が出てくるので、引き続きプロジェクトチーム等を立ち上げて計画してい

く。 
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次に、校務運営組織力の教化と働き方改革については、学校で働く教職員、相互で連携・協力

し、「働き方改革」を推進してきた。例えば、保護者配布資料の縮減（ペーパーレス化）を実施し

た。Classi の導入により、お便りの電子化を図り、各種保護者向けアンケート類についても電子化

を実施し業務改善につなげた。また、、「ＮＯ残業デイ」「ＮＯ会議デイ」等の導入による「定時退

庁」の推進や教職員による電話対応業務の縮減も図った。さらには、来年度は、職員室の環境改善

等を実施することで、多様な働き方をサポートすることにつなげていく。 

学校の教育内容については、次年度に向けて引き続き教育課程の改善・充実を図っていく。肢体

不自由教育部門では、小学部から高等部段階までの縦の系統性を整理していく。 

知的障害教育部門では、小学部において、自閉症学級児童の「国語・算数」の内容と時間の拡充

を図る。中学部では、今年度新設した「理科」と「社会」の時間の指導の成果検証をするととも

に、指導の充実を図る。高等部では、重度重複学級において「自立活動」の充実を図るとともに、

全普通学級に「理科」と「社会」を新設する。さらに、令和 9 年度の全校水曜日 1.5 便下校に向け

て教育課程及びスクールバス等の準備を進めていく。 

 

 

 

 ＜数値目標と達成状況＞ 

 

 

 

 

 

＜数値目標＞ 

【方針１】児童・生徒一人一人の安全と安心を確保・堅持する学校づくり 

 項目 R6評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7評価 

継
続 

いじめ【０】、体罰・不適切な指

導【０】、自殺【０】 
Ａ 

生活指導部を中心に担

任等によるきめ細かい

指導 

いじめ等につい

ては、1件あった

が、対応やいじ

め対策委員の役

割などを日ごろ

から周知徹底す

ることができ

た。 

Ａ 

数値目標の評価 Ａ：目標の数値以上の成果をあげた／高度な目標を達成した  Ｂ：目標の数値を

達成した。／高度な目標の数値をほぼ達成した。  Ｃ：目標の数値には届かなかったが、おおむね

達成した。  Ｄ：目標が達成できなかった。 
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継
続 

週ごとの生活指導重点項目の共

有 

【毎週・月曜日】 

Ａ 

前週までの生活指導な

ど、学校運営上の重点

項目（情報管理等含む）

を週ごとに設定、職朝

で共有し、重大事故の

未然防止を徹底 

校長先生の助言

を中心に、毎週

職員室前に今週

のキーワードと

して掲示し、注

意喚起と取り組

みを実践した。 

Ａ 

継
続 

危機管理研修の実施【２０回】、

防災訓練（避難訓練等）の実施【１

２回】 

Ｂ 
校長はじめ、各分掌が

組織的に分担 

危機管理研修等

は、計画とおり

に実施すること

ができた。 

Ａ 

継
続 

学校事故版インシデント情報共

有【１０回】 
Ｂ 

組織的に環境整備 イ

ンシデント情報の集積

と発信・共有 

具体的な対応方

針など、校内で

発信・共有した。 

Ｂ 

継
続 

医ケア版インシデント情報共有

【１０回】 
Ｂ 

Ⅰ部門だけでなく、全

校対象に医ケアへの理

解啓発 

新規に医ケア専

用通学車両緊急

搬送訓練、人工

呼吸器を使用す

る児童の緊急搬

送訓練（非常勤

看護師を含む）

を実施した。 

Ｂ 

新
規 

いじめ体罰根絶に向けた児童生

徒からの聞き取り【年３回】心身

の安定等を目指す児童生徒から

の聞き取り【随時】 

－ 

スクールカウンセラー

等も活用し多角的面談

等の実施 

スクールカウン

セラー全員面接

を実施。他の学

年でも学部主

任、担任と連携

し、随時面談を

設定した。全員

面接以外の児

童・生徒の面接

（授業場面で観

察を含む）・保護

者面談も実施す

ることができ

た。 

Ａ 

新
規 

不登校傾向児童生徒の対応を進

【連絡会３回以上】 
－ 

学部主任を中心に連絡

会を学期ごとに開催

し、対応策検討 

児童・生徒の状

況に合わせて学

部等での共有と

取組を行った。 

Ｂ 
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継
続 

学校評価保護者アンケートにお

いて、「安心・安全」に関する項

目の満足度の回答【９０％以上】 

Ａ 
通信等【８回以上発行】

での取組み紹介 

予定通り、生活

指導便り「まも

る！」を 10 号ま

で発行し、取り

組みを紹介でき

た。 

Ａ 

 

 

 

 

【方針２】児童・生徒一人一人の学びを支える質の高い授業づくり 

 項目 R6 評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7 評価 

継
続 

学校評価保護者アンケートにお

いて、「指導の充実」に関する項

目の満足度の回答【９０％以上】 

Ｂ 
個別指導計画の保護者

との情報共有 

学校だよりで

３観点評価に

ついて情報発

信を行い、個別

面談での情報

共有を進めた。 

Ｂ 

継
続 

「ＳＡＫＵＲＡベーシック」の構

築と活用 

・教室環境の基礎・基本 

・登下校時の指導の基本 

・朝の会等の学習場面の指導の

基本 

・移動時の指導の基本 

・校外歩行時指導の基本 

Ａ 

９月までに、各指導場面

における基礎基本を洗

い出し、年度内にＰＤＦ

冊子にして共有を図る 

年度初に全体

周知を行い、

SAKURA ベーシ

ックを活用し

た指導を進め

ている。校内移

動時の指導に

ついて確認、状

況共有を行っ

た。 

Ａ 

変
更 

個別最適な学びの充実と協働的

な学びを実現するための基礎基

本の確立」をテーマにした研究活

動 

－ 
研究紀要作成による成

果の蓄積 

各学部で研究

を進め記録を

取りまとめる

ことができた。 

Ｂ 

継
続 

講師・助言者を招聘した授業研究

の実施【各学部２回以上】 
Ｂ 

学部の課題に応じた授

業の選定と実施 

講師を招聘し

授業研究を進

めることがで

きた。 

Ｂ 

継
続 

小学生科学展等への参加 Ａ 
科学展等への計画的な

参加 

本年度は児童

の実態や健康

状態を考慮し

て、参加してい

ない 

Ｃ 
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変
更 

ＧＩＧＡスクール（小中学部一人

１台端末）・ＣＹＯＤ（高等部一

人 1 台端末）を活用した授業の実

施【実践共有資料の作成】 

－ 
デジタル作成スライド

の作成し、事例を蓄積、

実践紹介を実施 

夏季休業中に

研修会を行い

デジタル教材

の作成を個々

の教員が進め

ている。 

Ｂ 

新
規 

教材教具の手引きを作成、教材の

蓄積【実践共有年２回以上】 
－ 

事例を蓄積、実践紹介を

実施 

夏季休業中に

研修会を行い、

個々の教員が

作成を進めて

きた。 

Ｂ 

新
規 

教科会を活用して、各教科の一貫

性についての検証 

【成果物の作成】 

－ 
各学部で実施する教育

活動について 12 年間を

見通す整理・改善 

教科会を隔月

で実施し、年間

指導計画の課

題整理を進め

た。 

Ｂ 

変
更 

児童生徒の学校生活への充実度を

かかるため、学校評価による児童・

生徒アンケートでの「学校が楽し

い」回答【９０％以上】 

Ｂ 
ふれあい月間と合わせ

てアンケートを実施す

る。 

11 月第２回ふ

れあい月間に

向けて、生活指

導部と連携し

てアンケート

を実施した。 

Ｂ 

 

 

 

 

【方針３】健康で豊かな心と体を育てるとともに持続可能な開発のための教育(ESD)を推進 

 項目 R6 評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7 評価 

継
続 

「さくら美術館」の作品更新【３

０回】、「さくら文学館」の作品更

新【２０回】 

Ａ 美術科会を中心に実施 

年間計画を基

に更新。合わせ

て、HP にも掲載

している。 

Ａ 

継
続 

アートプロジェクト展等への参

加【８０作品以上】 
Ｂ 

美術科担当者会、各学

部が連携して実施 

アートプロジ

ェクト展 17 作

品、グリナード

永山 20 作品、

ひじり館夏祭 6

作品を出展し

た。 

Ｂ 
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継
続 

図書室の本の貸出（校内）【２０

００冊】、外部と連携した読み聞

かせ会の計画的実施と読書活性

化イベントの実施 

Ａ 
総務部を中心に全校で

活用 

図書活性化イ

ベントとして、

６月にふれあ

い月間の取組

として読書の

キャンペーン

や図書支援員

による読み聞

かせ会・室内装

装飾の作成の

取組を行った。 

Ａ 

継
続 

図書の貸出・整理等を学習活動と

して試行展開【１０回】 
Ａ 

図書管理システムの導

入に伴い、作業学習の

一部に位置付けて実施 

Ⅱ高作業班に

依頼２回。今後

も継続してい

く。 

Ｂ 

新
規 

ＥＳＤに関わる授業実践を収集

【各学部 2 実践以上収集、事例集

の作成】【ＨＰによる成果発信 

３回以上】 

－ 
児童生徒に実態に合っ

た実践をＥＳＤ推進部

で収集・発信 

現在児童・生徒

向けフライヤ

ーを作成。今後

は HP での広報

につなげる。 

Ｂ 

継
続 

さくら運送の活動を継続・ 

推進する。【１２回以上】 
Ａ 

Ⅱ部門高等部の組織的

な運営 

作業学習で年

12 回の活動を

計画し、予定通

り行った。 

Ａ 

継
続 

国際支援活動、ユニセフ共同募

金・ダルニ―奨学金募金・書き損

じはがき等総額【１０回以上】 

Ａ 
生徒会、国際支援隊に

よる啓発 

街頭募金活動

年間４回計画。

１学期２回実

施済み。書き損

じはがきは校

内、校外（ひじ

り館）および島

田分教室に回

収ボックス設

置し、本校では

月１回、分教室

では毎日の日

課として活動

中である。 

Ａ 
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【方針４】一人一人にふさわしい自立と社会参加を支える教育とセンター機能による地域連携  

 項目 R6 評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7 評価 

継
続 

本人及び保護者が希望する進路

の実現率【１００％】（企業就労

率【２５％】） 

Ａ 
進路指導部と学部・学

年の連携 

卒業生全員が

進路実現。 
Ａ 

継
続 

キャリア・パスポートの運用【運

用方法の確立】 
Ｂ 

関係部署が連携し、運

用方法の構築 

２月の最終面

談では、保護者

より「はげまし

の言葉」をいた

だいた。運用方

法２年目、順調

に経過してい

る。 

Ｂ 

新
規 

保護者が必要と思われる進路指

導に関わる情報の発信 

【年５回以上】 

－ 
キャリア教育について

理解を深める情報発信

を重点に 

各学部での指

導とキャリア

教育の関係に

ついて本校の

授業を題材に

解説すること

ができた。 

Ｂ 

継
続 

副籍制度を利用した直接交流

の実施率【３０％】、 

小中学校との学校間交流【１

５回以上】 

高校との交流【２回以上】 

Ｂ 

コーディネーターに

よる計画的な実施。 

オンラインを組み合

させたハイブリッド

型での実施も可能 

直接交流実施

率は 21.8％で

あった。小中学

校との学校間

交流について

は、15 回以上実

施することが

できた。高校交

流は文化祭で

の交流を実施。 

Ｂ 

新
規 

地域交流の実際について情

報発信【年５回以上】 
－ 

地域交流の実際に

ついて発信 

地域校との交

流を学年便り

等で随時発信

できた。 

Ａ 

新
規 

発達障害エリアネットワーク

による高等学校支援【２回以

上】 

－ 
総務担当主幹教諭に

よる取組として実施 

８月までに障

害者雇用に関

する相談や合

理的配慮に関

する相談など

２回実施した。 

Ｂ 
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【方針５】職員室と経営企画室の連携による経営企画室機能の充実 

 項目 R6 評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7 評価 

新
規 

副校長と経営企画室長との情報

共有の強化【月１回】 
－ 

職務の効率化を目指す

情報共有 

情報共有につい

ては、毎朝の確

認及び週１回の

主幹 会等 で実

施。特段必要な

案件があった時

は、別途、情報共

有の 場を 設け

た。 

Ｂ 

継
続 

効率的・効果的な予算編成・執

行 
Ｂ 効果的な予算執行 

効果的な予算執

行ができた。 
Ｂ 

継
続 

紙類の使用量削減 

【１０％】 
Ａ 

ＩＣＴ機器を活用した

会議で、紙資料の削減 

Classi の導入に

より、全校配付

の紙資料は減少

した。 

Ａ 

継
続 

電気の使用量の削減 

【前年度３％】 
Ｂ 

廊下等照明の小まめな

消灯、節電 

意識して廊下等

の消灯に心がけ

た。 

Ｂ 

継
続 

窓口・電話対応での保護者・来客

満足度【９０％】 
Ｂ 

来客等予定の的確な情

報共有 目的に叶った

案内の徹底 

丁寧な対応を心

掛けた。 
Ｂ 

 

 

 

 

【方針６】校務運営組織の強化と働き方改革の更なる推進 

 項目 R6 評価 Ｒ７取組の方向 （年度末記載） R7 評価 

変
更 

時間管理の意識をもち、定時

外在校時間（月間）45 時間以

上の教職員数の縮減   

【年平均１２％未満の実現】 

Ｂ 

消灯・退庁の基準を定

める 

毎日１９時にＢＧＭを

流し、退庁ムードの醸

成 

19 時退庁を継続

して促してい

く。 

Ｂ 

継
続 

「マイ定時退庁日」の設定

【週１回】 

「毎週金曜日」の完全退庁日

の設定 

Ｂ 
金曜日は、１９時を完

全退庁日とする 

金曜日の完全退

庁に努める。継

続して促してい

く。 

Ｂ 
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新
規 

校務におけるデジタル化によ

る効率的職務の遂行 
－ 

Classi の早期導入、

C4th の着実な運用 

７月に Classi

を導入。９月

より本格実施

した。 

Ａ 

継
続 

組織力の向上【分掌等全員参

画】 

意思決定にかかる流れの整備

と円滑な決定【教職員自己評

価全項目＋３㌽】 

Ｂ 

副校長が中心とな

り、学部・分掌主任

が仕事の見える化・

組織化を推進 

学部・分掌主

任等から主幹

教諭・副校長

へ相談し、意

思決定につな

げた。 

Ｂ 

新
規 

広報の充実 ・ホームページ更

新【１５０回】 

・ホームページ閲覧数   

【月１０００以上】 

－ 
保護者が学校外の友人

に見せたくなる学校広

報物の作成 

ホームページの

更新回数 122 回 

閲覧数は、月平

均 288000 回で

あった。 

Ａ 

新
規 

保護者アンケートでの「学校の

説明は分かりやすい」回答 

【８５％以上】 

－ 
広報等の充実による学

校の DX 化の推進 

Classi における

広報活動と連動

させて学校評価

アンケートを実

施した。Forms

の中に保護者向

け説明を記載

し、回答の参考

にできるように

した。 

Ａ 

新
規 

教育公務員として服務の厳正

【服務事故０】 
－ 

服務に関する講和等の

適宜実施 

学期の始め・

終わりには服

務事故防止研

修を実施。 

Ａ 

継
続 

コンプライアンスの徹底 

個人情報に関する事故【０】

会計事故【０】 

クリーンデスクの徹底 

【教職員間での相互点検（毎

週）】 

Ａ 

手渡し、施錠管理、机

上整理等の励行 組織

的な点検の実施 

毎週末に学年間におけ

る相互の点検を実施 

毎週金曜日に

はクリーンデ

スクの確認を

実施。 

コンプライア

ンスの徹底を

実施。 

Ａ 

 


